
 

ふたつの「あきらめない」 

 

校長 鵜飼 修巳 

 

２月６日から始まったミラノ・コルティナオリンピック。日本選手の活躍だけでなく，世界中の

トップアスリートの姿に胸が震えた１７日間でした。岐阜県出身の５名の代表選手の活躍も光りま

した。中でもスノーボード女子ビッグエアで金，女子スロープスタイルで銅の２つのメダルを獲得

した村瀬心椛選手と，フリースタイルスキー男子デュアルモーグルで銀，男子モーグルで銅の２つ

のメダルを獲得した堀島行真選手は，世界の強豪が出場する競技で，大きな重圧の中，２大会連続

でメダルを獲得する素晴らしい結果を残されました。 

 数々の競技の中で，特に印象に残っている競技が二つあります。その二つは，ともに「あきらめ

ない」心が，強く心に残っているものです。 

 一つは，フィギュアスケートの「りくりゅうペア」こと三浦璃来選手と木原龍一選手の姿。ショ

ートプログラムのミスで大きく出遅れたものの，翌日のフリーで圧巻の演技をみせ，金メダルを獲

得されたことは大きな話題となりました。ショートプログラムでは，絶対の自信をもつリフトでミ

スをしてしまったことで，「ショートが終わった瞬間，全てが終わってしまった。」と思ったそうで

す。木原選手の心は折れてしまったのでしょう。しかし，翌日のフリーの演技前には，「このまま終

わっていいわけない」という心境になり，金メダルの演技に繋がりました。ショートプログラムの

終了後から泣き続けて，一時はあきらめてしまった木原選手を奮い立たせたものは何か。それは，

苦楽をともにしてきたペアの三浦選手やコーチ，トレーナーなどチームの仲間の存在と，仲間をお

互いに信じ合っていたことだと思います。木原選手を励ます三浦選手の言葉や態度を，木原選手が

少しでも疑ったら，金メダルの演技はなかったのではないかと思います。普段から仲間を信頼して

いること，当たり前に仲間を信頼していること。これがあったからこそ，仲間の声や態度が「あき

らめない」に繋がったのだと思います。 

 二つ目は，堀島行真選手が銀メダルを獲得した，男子デュアルモーグルの２回戦。堀島選手が，

第２エアの直前でバランスを崩し，エア着地後に転倒するところを耐えて，後ろ向きでゴールした

レースです。表彰式の後のインタビューで，堀島選手は「アクシデントを想定した練習はしていま

せんが，とにかくコース内にとどまろうとしたので，その動きがあの後ろ向きの滑りにつながりま

した。『後ろ向きでいけるなら，もう後ろ向きでゴールまで行ってしまえ』と思いました。」と答え

ています。ここにも「あきらめない」が表れています。結果的には，相手選手がコースアウトで失

格になったため，次の準々決勝に進むことができたのですが，もし２回戦であきらめていたら，決

勝まで進出することはできなかったかもしれません。決勝では，惜しくも敗れてしまいましたが，

今後も，彼は挑戦し続けます。彼のそのモチベーションは「金メダルを獲れていないのにやめたく

ない。負けそうになっても，悔しい思いをしても『まだ獲れていない』という思い」なのだそうで

す。 

 ふたつの「あきらめない」。それぞれ，仲間との信頼関係から生まれたものと，やり遂げたいとい

う思いから生まれたもの。トップアスリートの域には及びませんが，改めて「あきらめない」を大

切にして生き続けていきたいと思った１７日間のオリンピック期間でした。 
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【３月の主な行事予定】 大会・表彰等の記録 

【ソフトテニス】 

 坂祝町新春ソフトテニス大会 

  ３ 位 羽上田海翔（１年）・三浦城太郎（１年） 

【剣道】 

岐阜県中学校六地区対抗剣道大会 

優 勝 可茂地区 リチャードソン 賢人（２年） 

【吹奏楽】 

 岐阜県アンサンブルコンテスト 打楽器三重奏 

  美濃・可茂大会 金 賞 岐阜県大会 金 賞 

   可茂ジュニアウインドオーケストラ 

中部日本個人・重奏コンテスト 岐阜県大会予選 

個人の部  スネアドラム 

金 賞  木下 楓理（2年） 

【卓球】 

岐阜県民卓球大会 カデット男子 

 優 勝 伊藤 心輝（2年） 

 

学校教育に関するアンケートより 

 アンケートにご協力いただきありがとうござい

ました。いただいたご意見は、来年度の教育課程編

成に活かさせていただきます。 

若者未来デザイン会議with 学校給食の 

結果報告会に参加しました！！ 

岐阜県庁で行われた結果報告会に12名の生徒が参

加しました。会では、10 月に本校が提言した施策や

給食選手権への取り組みが、県政にどう活かされてい

くのか、江崎知事や県の職員から説明を受けました。

生徒が考えたアイディアや取り組みが、県政に繋がっ

ていることを実感できる貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７８回卒業証書授与式（３月６日） 

卒業まであと一週間です。９年間の義務教育の集大

成を迎えるべく、準備が進んでいます。６日には、全

員で門出を祝いたいと思います。今年度から２年生も

参加して卒業生を送り出します。素敵な卒業式になる

ことを願っています。ご卒業おめでとうございます！ 

日 曜 行 事 部 下校時刻 

１ 日    

２ 月   16:10 

３ 火  〇 15:50 

４ 水 
公立高校一次選抜（３年） 
※３年生は登校しない 

 16:10 

５ 木 

合唱引き継ぎ会 
卒業式総練習（２・３年） 
※１年 14:30  2 年 15:35 

3 年 16:10 

× 各学年 

6 金 
卒業証書授与式 
※２年生 最終下校 10:40 

１年生は登校しない 

 11:00 

7 土 坂祝町公民館まつり   

８ 日 坂祝町公民館まつり   

９ 月   15:10 

10 火 福祉の日 〇 
14:50 
15:50 

11 水 福祉の日  
15:10 
16:10 

12 木 前期生徒会立会演説会・選挙 × 15:10 

13 金 前期生徒会役員認証式  14:50 

14 土    

15 日    

16 月 
進路講話 
※２年生徒・保護者参加 

 14:50 

17 火  〇 
14:50 

15:50 

18 水   15:10 

19 木  〇 15:50 

20 金 春分の日   

21 土    

22 日    

23 月   
14:50 
15:50 

24 火 
大掃除・ワックスがけ 
※ワックス係の生徒 15:15 

× 14:25 

25 水   15:10 

26 木 修了式・離任式 × 11:20 

27 金 春休み（～４月６日）   

28 土    

29 日    

30 月    

31 火    

４月の主な予定 

６日（月） 入学式準備（新３年生） 

      生徒会・委員会顧問 顔合わせ 

７日（火） 令和８年度入学式・始業式 

１６日（木） PTA 総会・授業参観・学年懇談会 

○学校が楽しい・教育活動が有意義 

→90％以上が「あてはまる、どちらかといえばあて 

はまる」の評価でした。生徒自身が活動を企画、運

営する楽しさを感じ始めています。 

○困りごとや不安が、学校や大人に相談できる 

→80％以上が「あてはまる、どちらかといえばあて 

はまる」の評価でした。昨年度より、１５ポイント

ほど伸びています。今後も悩みを一人で抱え込ま

ず、いつでも相談できる体制を継続していきます。 

 

下校時刻 上段 ２年生 

     下段 １年生 

※部活動のある生徒の 

下校時刻は 16:40 


